
様式第３号 

令和 7年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 50 学 校 名 静岡県立島田工業高等学校 校 長 名 飯田 龍太郎 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

基本的生

活習慣の

確立、規範

意識や社

会性の育

成を通し

て、人間力

の基礎を

築く。 

登校指導を

はじめとす

る日常の指

導を通して、

生活習慣を

確立させる 

1学期 1日当たりの欠席人

数学年平均 2.3人(前年

3.1人 0.8人減） 

2学期 1日当たりの欠席人

数学年平均 3.6人(前年

4.7人 1.1人減） 

学校生活ｱﾝｹｰﾄ（生徒）1 

98.9％ 

学校生活ｱﾝｹｰﾄ（生徒）2 

96.7％ 

学校生活ｱﾝｹｰﾄ（生徒）16 

88.4％ 

Ａ 

年間の欠席者の推移を見ると１、

２学期ともに前年よりも欠席者の

人数が減少している。保健部と連

携し、換気等を適切に行い、テス

トの欠席者を減らすとともに日々

の欠席者も減らすことができるよ

うに継続して呼びかけを行う。 

毎日の朝読書、朝 SHR時の取組状

況・出欠状況を学年(正副担任、

学年主任)で確認した。SHRで伝

えるべき「人間力の基礎を築くた

めのメッセージ」を共有し生徒に

伝えた。その結果、全体的に落ち

着いた生活態度で過ごすことがで

きた。 

インターンシップや修学旅行など

を通じて時間の厳守や身だしなみ

を整えることをはじめ、自己管理

の上での基本的生活習慣の確立を

図れた。 

遅刻者の年

間平均が 

１日 

１人以内 

1学期 1日当たりの遅刻人

数学年平均 0.4人 

(前年 0.8人 0.4人減) 

2学期 1日当たりの欠席人

数学年平均 0.6人 

(前年 0.9人 0.3人減) 

Ａ 

全学年で１学期、２学期ともに１

日当たりの遅刻人数が 1人を下回

っているのでおおむね良好な状態

である。生徒指導部による朝指導

のおかげとも考える。 

特定の生徒が多く遅刻をし、それ

に対する指導が難しかった。通院

や体調を見ての遅刻がほとんどで

あり、寝坊等の不注意による遅刻

が少なかった。今まで以上に健康

管理・自己管理意識を高めていき

たい。 

交通ルール

やマナーを

守り、自分の

身は自分で

守る意識を

涵養する 

自転車安全指導カード 

R6年度 7枚 

R7年度 2枚 

Ｂ 

前年度と比較して減少しているこ

とや、過去を見ても大幅に減少し

ている。自転車事故件数も３件と

少なく、交通安全の意識は高い。 
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ア 

基本的生

活習慣の

確立、規範

意識や社

会性の育

成を通し

て、人間力

の基礎を

築く。 

朝読書を通

して豊かな

感性を育む 

12月時点で、延べ利用人

数 3,612人。貸し出し冊

数 1,252冊（一人平均 2.5

冊） 

Ａ 

先生方のご指導もあって、8:30

からの 10分間は落ち着いた読書

の時間となっており、一日の始ま

りとして有意義な空間だと感じて

いる。ただ生徒一人一人の本への

向き合い方にはまだ差があるの

で、コンビニ文庫をはじめ、生徒

が手に取りやすく、興味を持てる

本の紹介などに力を入れる必要が

ある。 

イ 

生 徒 を 主

体 と し た

教 育 活 動

を 推 進 す

る。 

生徒会活動、

地域活動、部

活動等への

積極的な参

加を勧める

とともに、各

活動におい

て生徒が能

力や関心に

応じて主体

的に参加で

きる場面を

増やす 

学校生活ｱﾝｹｰﾄ（生徒）４ 

96.3％ 

自動車部エコラン大会２

大会出場、文化祭での出

展 

Ａ 

六合文化祭への参加し、来場され

た方々に大変喜んでいただいた。

また、ロボットアイデア甲子園へ

参加し、優秀賞と敢闘賞をとるこ

とができた。 

島田第五小サマースクールボラン

ティアをはじめ、地域に関るボラ

ンティアに積極的に参加した生徒

が多数おり、主体的に行動する生

徒が多くなってきた。校内におい

ても生徒会役員等に自ら立候補

し、学校を活性化する活動に取り

組む生徒が多かった。１学年で

は、島工祭の校内装飾に取り組む

際に、「HR対抗校内装飾選手権」

と銘打ち、学年として企画を立て

取り組んだ。 

生徒会が企

画した事業

の実施 

学校生活ｱﾝｹｰﾄ（生徒）４ 

96.3％ 
Ａ 

文化祭や体育大会に積極的に参加

できた。アンケートの結果も好評

であった。次年度も続けていきた

い。 

体育大会、文化祭では各生徒が意

欲的かつ主体的に取り組み、良い

成果をあげられた。また、修学旅

行の班別研修では各々が計画を立

てて問題が起きることなく実施す

ることができた。 

部活動加入

率 95％以上 
部活動加入率 93.1% Ｂ 

2・3年生は任意加入であるが、

継続して部活動に取り組む生徒が

ほとんどである。 

年度当初、部活動全員加入済み。

その後退部手続きをした生徒はい

ない（学年会議で確認。ただし、

実際に活動していない生徒はいる

かもしれないが、手続き上は全員

加入している状態である）。 
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イ 

生 徒 を 主

体 と し た

教 育 活 動

を 推 進 す

る。 

「他の部員

と協力して

部としての

目標達成の

ために努力

している」と

答える生徒

80％以上 

該当するｱﾝｹｰﾄ項目なし Ｂ 

学年としては部活動内で他の部員

と協力して部としての目標達成の

ために努力せよとの指導は行って

いないが、各部動ともに言われず

とも実践している。 

ウ 

授業改善

と学習習

慣の定着

に重点を

置き、生徒

の基礎学

力の定着

を図ると

ともに、知

識や技能

を活用す

る力や思

考力を育

成する。 

１人１台端

末を活用し

た「主体的・

対話的で深

い学び」の実

現をめざし、

授業改善を

推進する 

「教員は、授業を大切に

するとともに、わかりや

すい授業を行おうと努め

ている。」 

85.8％(1.7％減） 

「教員は、ICTを取り入れ

た授業を行おうと努めて

いる。」 

80.5％（1.8％増） 

Ａ 

学校自己評価アンケートの生徒の

回答において、80％を超えた。こ

れは、ICTに関する研修を多く実

施した結果、授業において１人１

台端末を用いた授業の振り返りを

行う先生が多くなり、AIを用い

た授業なども行われたためである

と考えられる。今後も校内研修の

内容で取り入れていきたい。 

校内外で授

業参観をし

た教員 80％

以上 

授業参観週間の設定を行

ったが、集計を充分にで

きなかった。 

Ｃ 

来年度は、授業参観週間で参観し

た先生方の人数を適切に集計する

方法を検討する。 

「授業に主

体的に取り

組んでいる」

と答える生

徒 80％以上 

「あなたは、授業に主体

的に取り組んでいる。」 

93.4％（2.0％増） 

Ａ 

先生方が生徒に対して目標を設定

し、個々の生徒に寄り添いながら

指導を行った結果、目標を達成で

きたのではないかと考えられる。

次年度も継続していきたい。 

グーグルワ

ークスペー

スなどの学

習系クラウ

ドサービス

を授業で活

用している

教員 80％以

上 

「教員は、ICTを取り入れ

た授業を行おうと努めて

いる。」 

80.5％（1.8％増） 

Ａ 

生徒アンケートの回答において、

80％を超えているため良好な状態

である。今後も校内研修の内容に

取り入れていきたい。NES端末を

BYODに繋げたことにより、約４

割の先生が活用している。 
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ウ 

授業改善

と学習習

慣の定着

に重点を

置き、生徒

の基礎学

力の定着

を図ると

ともに、知

識や技能

を活用す

る力や思

考力を育

成する。 

各教科で適

切な量の課

題を課し、学

習習慣を定

着させると

ともに、学習

に主体的に

取り組む生

徒を育てる 

「あなたは、授業の内容

がよくわかっている。」 

86.6％（2.7％増） 

「あなたは、各教科の課

題や提出物をしっかり出

している。」 

96.1％（0.3％増） 

「家庭学習を毎日 60分程

度行っている。」と答える

生徒 50％以上 

24.8％（1.0％減） 

Ｂ 

調べ学習、発表などいくつかの方

法を試して授業を進めたが一部の

生徒に後ろ向きの姿勢が見られ

た。また、資格取得のための基礎

知識の定着を図るため、課題を与

えた。その結果生徒自ら取り組ん

だ。 

普通科目においては、小テストを

実施することで、学習習慣を定着

させることができた一方、教科と

して課題を課さず、授業ごとの小

テストや章末テスト等の実施を通

して，継続的な学習への取り組み

を促す教科もあった。 

今後は、家庭学習ができるような

体制，例えば Googleクラスルー

ムを用いた課題等も課していくこ

とを目指したり、１週間前からの

テスト勉強をきちんとできるよう

に習慣化させる呼びかけを行った

りしたい。 

「課題や提

出物をしっ

かり出して

いる」と答え

る生徒 95％

以上 

「あなたは、各教科の課

題や提出物をしっかり出

している。」 

96.1％（0.3％増） 

Ａ 

実習のレポートや授業の課題プリ

ントなどをほぼ全員の生徒が期日

までにしっかり提出できる、もし

くは、提出物は 100％提出させて

いるという教科がほとんどであっ

た。 

ただし、課題を期限内に提出でき

ない生徒や不備がある生徒が数人

おり、その対応に課題を感じる。 

「学びの基

礎診断」を実

施し、基礎学

力向上に活

用する 

GTZの Dゾーン生徒の推移 

3年生 46.7％（5.6％増） 

2年生 32.9％（3.8％減） 

1年生 25.0％（1.4％増） 

Ｃ 

Dゾーンの生徒全体的には、増加

傾向にある。今後は、GTZを活用

して進路適正などを分析するアプ

リを活用していき、主体的に取り

組めるようにしたい。 

「学びの基礎診断」実施の際に、

事前課題である One Weekについ

て、HR ごとに回収し学習状況を

確認するなどして、学習を促し

た。その結果、One Week トライ

アルに取り組むことによって、成

果に現れること、その成果が自分

に還元されることを認知できた生

徒が多くなってきたと感じてい

る。 



様式第３号 

エ 

全体への

計画的な

キャリア

教育と個

に応じた

進路指導

の両面か

ら、生徒の

進路実現

を支援す

る。 

進路説明会

やＬＨＲ等

を活用し、志

を育む進路

指導を推進

する 

進路ガイダンスや進路講

話を実施、また企業説明

会を本校にて７回実施し

た。 

Ａ 

LHRを活用して、ライセンスによ

る「進路別進路相談会」、Future

しずおかによる「課外授業」を実

施し、進路意識や職業観を高める

ことができた。 

来年度も、複数回の進路説明行事

を実施し、進路意識を高める予定

である。 

職業研究や

インターン

シップを通

じて、生徒の

職業観を育

成する 

アンケート結果 97.1% 

インターンシップの参

加、ホビーショー見学、

企業見学、技術講習会の

実施 

Ａ 

進学を希望する生徒も職業観を身

に着けることができた。 

インターンシップでは全ての２年

生が参加し、職業観の育成を達成

できた。企業見学や産業界との交

流事業では、生徒の専門的な知識

を高めるとともに、進路に関する

意識向上を図ることができた。 

進路検討会

を複数回開

催し、就職希

望者や進学

希望者への

指導を組織

的に行う 

マネープラン講座や２年

生向け進路説明会。進路

ガイダンス、進路講話、

企業説明会などを本校に

て７回実施した。 

選択科目において、先生

方の協力のもと進路を見

据えた選択ができ、希望

通りの選択科目が開講で

きた。 

進路指導、面接指導の実

施 

Ａ 

学科、教科、学年等と協力し、適

切に選択科目を運営できている。

しかし、選択科目の説明内容で教

務と教科での意思疎通ができてい

ない部分があるので統一した見解

で説明会を実施したい。 

学年全体としての進路検討会は未

実施であるが、個々の生徒への進

路対応は各担任を通じて関係職員

へ連絡を行っている。機械科とし

て、ＨＲ担任と協力し、個に応じ

た進路指導や面接指導を計画的に

実施し、生徒の進路実現につなげ

ることができた。 

HR担任と情報交換を密に行うよ

うに心がけ、工業科においても情

報を共有した。 

公務員希望

者の合格率

80％以上 

合格率 80% Ａ 
７名が市役所や県庁から内定を頂

いた。 

大学・専門学

校進学希望

者の第一志

望校合格率

90％以上 

結果 97.2% Ａ 

国公立大に本年度も１名合格し

た。また指定校推薦、総合選抜型

入試にて他の生徒も合格した。 

工業科もＨＲ担任と協力し、個に

応じた進路指導や面接指導を計画

的に実施し、生徒の進路実現につ

なげることができた。 
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オ 

将来の工

業技術者

として必

要な基本

的な知識

や技術、安

全意識を

身に付け

させる。 

将来の技術

者に不可欠

な、作業の基

本的姿勢を

身に付けさ

せる 

計画通り安全教育実施、

無事故 
Ａ 

年度当初に安全教育を実施、また

毎時間、実習前の安全確認により

事故防止の徹底をはかった。機械

を扱う実習の場合は生徒の安全意

識も高い。また、高圧実験や課題

研究で使用する工具の使い方な

ど、十分に指導を行い怪我等は無

かった。 

毎時間の挨拶をきちっと行うこと

ができた。 

実習や課題

研究を通し

てものづく

りの手法を

学び、探究型

学習を実践

する 

課題研究発表実施 Ｂ 

実習で学んだ技術を課題研究の中

でものづくりに生かし、工夫した

取り組みができた。また自分達の

研究成果をまとめ発表することが

できた。 

工業の知識

や技能を深

め、将来に生

かすため、資

格取得や技

能競技大会

への参加を

促すととも

に、目標実現

に向け努力

する姿勢を

培う 

各種検定の受験、ものづ

くり大会旋盤部門、溶接

部門出場 

Ａ 

機械科では製図検定や情報技術検

定、旋盤、溶接、ボイラー、品質

管理、機械検査などに前向きに取

り組む生徒が見られた。 

情報電子科では１年生でワープロ

検定への全員挑戦し、2年生は、

情報技術検定２級に挑戦。3年生

は、IT ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄに 9名がチャレン

ジした。 

電気科では第２種電気工事士の合

格者が少し減少した。不合格者は

現在下期試験の結果待ちである。 

都市工学科では２級土木施工監理

技術検定では今年度も 70％以上

の合格率を維持できた。 

ジュニアマ

イスター顕

彰制度にお

いて、ゴール

ド・シルバー

合わせて 20

名以上認定

を受ける 

ゴールド５名 

シルバー10名 

ブロンズ２名 

計 17名 

Ａ 

一部の生徒は意識が高いが、全体

としては認定を受ける生徒数が少

ない。1年生から意識を高く持

ち、どう積み上げていくかが課題

である。 

目標には届かなかったが、生徒数

が減少している中、多くの生徒が

認定された。 

県高校生競

技大会や公

募コンテス

ト等に団体・

個人合わせ

て参加 25 件

以上、上位入

賞５件以上 

ものづくり大会旋盤・溶

接・木材加工・測量部門

に出場 

エコラン県大会出場 

Ａ 

ものづくり競技大会では、溶接、

木材加工、測量の部門で東海大会

へ出場した。 

JMCR2026東海地区大会へ参加

し、全国大会へ出場することがで

きた。 

ロボットアイデア甲子園では、2

年生が優秀賞（地区大会２位）を

取ることができた。 
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カ 

積 極 的 な

情 報 発 信

や 、 保 護

者・地域・

産 業 界 と

連 携 し た

教 育 活 動

を推進し、

地 域 に 信

頼 さ れ る

学 校 づ く

り を 推 進

する。 

学校通信、公

式ホームペ

ージ、公式Ｓ

ＮＳを活用

した学校広

報活動を推

進する 

島工通信年６回発行 

X、HPの月平均配信件数

は、13.3件（20件減） 

図書だより 12月までに８

回発行。 

Ｂ 

掲示板等で担当者が X、HPの更新

件数などを全体で共有できてい

た。しかし、配信回数は伸び悩ん

だ。HP 担当等の役割分担が機能

していない部分もあるので、学校

広報活動の運用は十分に検討する

必要がある。インスタグラムの活

用も検討するべきである。 

HPを通じて、図書館だよりを発

信している。親しみやすく、図書

館に足が向くような内容を目指し

て今後も続けていきたい。 

必要なタイミングで、行事の連絡

事項、学校の様子などについて、

保護者に対し、学年より C-ラー

ニングを配信した。また、Xの学

年投稿も積極的に行った。 

体験入学や

中学校説明

会において、

中学生に工

業高校の魅

力をアピー

ルする 

体験入学アンケート 

工業に興味を持った 

回答 

中学生 68.1% 

保護者 67.5% 

工業の内容を知った 

回答 

中学生 72.5% 

保護者 75.0% 

Ｂ 

体験入学の記述アンケートからも

本校に対して好印象のものが多

い。体験ショップを６にしたこと

で体験時間は昨年より増えたが、

受け入れ人数の制限により体験で

きない場合もあった、次年度は受

け入れ人数の拡大についても検討

したい。 

体験入学や中学説明会では、生徒

自らが各学科の魅力や自分たちの

体験を発表し、本校の良さを来場

者にアピールすることができた。 

校外で学習

の成果を発

揮し、地域と

の交流を積

極的に行い、

生徒の姿を

多くの方に

見ていただ

く 

六合文化祭へ生徒３名(情

報電子科２名・建築科１

名)が参加した 

Ａ 

六合文化祭への参加し、来場され

た方々に大変喜んでいただいた

(情報電子科・建築科)。 

ロボットアイデア甲子園へ参加

し、優秀賞と敢闘賞をとることが

できた。 

保護者に情

報を発信し、

連携を深め

る 

学校生活アンケート 55.7%

の保護者が PTA総会、学

級別懇談会へ出席してよ

かったと回答 

32.0％が「わからない」

と回答 

Ｂ 

保護者への連絡は C-ラーニング

を多く活用し、PTA総会資料は

PDFとして事前に一斉配信をし

た。 

学校生活アンケートの自由記述の

「保護者連絡・広報」においても

C-ラーニングでの情報発信は好印

象であると感じた。 



様式第３号 

カ 

積 極 的 な

情 報 発 信

や 、 保 護

者・地域・

産 業 界 と

連 携 し た

教 育 活 動

を推進し、

地 域 に 信

頼 さ れ る

学 校 づ く

り を 推 進

する。 

地域の企業・

大学等を招

いて出前授

業を実施し、

各科におけ

る学びを深

める 

自動車技術講習会,産業見

学会の実施 
Ａ 

機械科では、トヨタ自動車による

自動車技術講習会や矢崎ものづく

りセンターの見学会の実施など、

新しい技術に触れたり、知識を深

める事業を行い、生徒の興味関心

を高めたりすることができた。情

報電子科ではＩＴ企業への見学を

実施することができた。電気科で

は、２年生静岡県電業協会による

出前授業や 

名古屋工学院専門学校 石原先生

による講演を実施した。 

家庭・地域と

の連携によ

り生徒の防

災意識を高

める 

学校生活アンケート 66.9%

の生徒が「危機管理意識

が向上している」と回答 

昨年度より微増した 

Ｂ 

本年度はインフルエンザの流行に

より机上での避難訓練となった。

次年度は避難訓練とは別に防災意

識を高めるための「防災講話」を

行うことを検討している。また、

個人の防災食料を見直し、次年度

より改善を行う。 

キ 

生 徒 が 安

心・安全に

授 業 や 諸

活 動 に 取

り 組 め る

環 境 を 整

え ら れ る

よう、教職

員 の 資 質

向 上 に 努

める。 

職員の不祥

事を根絶す

る 

毎月、職員会議の後に実

施した。 
Ａ 

毎月の職員会議の他に６月に教職

員各自で、不祥事根絶に関する研

修、12 月に不祥事根絶に関する

動画視聴による研修を実施した。 

悩みを抱え

る生徒や特

別な支援を

要する生徒

を把握し、必

要な対応を

行う 

各学期と長期休業明けに

アンケートを実施した。 

教育相談のチーム研修を

行った。 

Ａ 

アンケート結果を受けてこちらか

らアプローチすることで、悩みを

抱える生徒の早期発見につながっ

た。カウンセラーから生徒対応の

アドバイスを受けても、なかなか

該当生徒の担任は負担が減らない

のが課題である。（担任が生徒対

応にあたることが多いため） 

校内で保有

している情

報を適切に

管理し、セキ

ュリティー

事故を防ぐ 

セキュリティー事故０件 Ａ 

情報担当の先生方のおかげで特に

トラブルがあった事実の報告は受

けていない。また、セキュリティ

ーに関する校内研修も実施でき

た。 

自然災害や

校内での事

故などへの

初期対応の

知識や技術

を身に付け

る 

危機管理マニュアルの更

新 
Ｂ 

危機管理マニュアルの更新を行

い、今年度から C-ラーニングを

用いてディジタルデータを保存

し、いざという時に確認しやすい

よう工夫した。 

ＡＥＤによ

る救命や応

急手当に関

する研修 年

１回 

医師と看護師による研修

を行った。 
Ａ 

医師と看護師により、具体的なけ

がなどにおける対応など、例年以

上により実践的な内容になった。 



様式第３号 

ク 

組 織 的 な

業 務 改 善

を推進し、

生 徒 に 向

き 合 う 時

間の確保、

教 職 員 の

心 身 の 健

康 保 持 に

努める。 

校務にＩＣ

Ｔを活用し、

ペーパーレ

ス化を進め

る 

分掌会議資料 PDF化 Ａ 

分掌会議は、クロムブック持参で

行い、資料はクラスルームで配信

している。 

教材や振り返り、通知などの多く

を、ペーパーレスにできた。 

クラスルームなどを活用し、授業

で使用するプリント類は最低限の

ものとしている。 

職務内容・分

担の見直し

やＣ－ラー

ニング等の

ＩＣＴの活

用により業

務改善を行

い、働きやす

く、休暇取得

しやすい環

境を整える 

C-ラーニングへの移行が

完了した 

百問繚乱の活用が進んだ 

Ａ 

C-ラーニングでの活用で生徒の出

欠確認をはじめ、会議等の資料提

供することができた。 

先生方の百問繚乱ソフト(ディジ

タル採点ソフト)の活用が進み、

採点等の業務が効率化されてい

る。担当者も適切に運営をしてい

るので、特にトラブル報告はな

い。 

夏季休暇取

得率 100％ 
夏季休暇取得率 98.4％ Ｂ 

９月に夏季休暇を取得していない

教職員に対して、10月末までに

取得するよう促したところ、１人

を除いてほとんどの教職員が運動

部の顧問も含めて取得できてい

た。次年度は周知し 100%を目指

す。 

外部の専門

人材との連

携・協働に努

め、教員の勤

務時間削減

を進める 

文化の匠１人部活動外部

指導者２人 
Ｂ 

外部人材を配置することにより、

教員の多忙化解消、生徒の活動機

会の確保につながった。 

ケ 

公 費 の 適

正 か つ 効

果 的 な 執

行に努め、

生 徒 の 学

習 環 境 を

充 実 さ せ

る。 

教育ニーズ

に応じた予

算の執行に

より、教育用

備品・施設・

設備の整備

を進める 

学校評価ｱﾝｹｰﾄ（生徒）25 

85.8％→86.8％ 
Ａ 

「安全で快適に生活できる施設・

設備が整っている」と答える生徒

85％以上を達成できた。来年度

は、静岡県全体の財源不足が明ら

かな中で、いかに限られた予算の

範囲で、効果的に執行し、生徒の

学習環境を充実させるかが、課題

となる。 

法令を遵守

し、正確で迅

速な会計事

務処理を行

う 

監査での文書指摘事項ゼ

ロ 
Ａ 

文書指摘事項ゼロを達成した。人

事異動による事務部の陣容が変化

する中で、いかに緊張感を持続し

て業務に従事できるかが、課題と

なる。 

 


